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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月1日(2009.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械的振動エネルギを電気エネルギに変換するための電気機械的発電機において、
　磁気回路を形成するため、少なくとも一つの磁石が内部に設けられた、略環状の高透磁
性コアと、
　枢軸を中心として前記コアを枢動できるように、前記コアを少なくとも一つの支承体支
持体に取り付ける少なくとも一つの回転自在の支承体と、
　前記コアに設けられた隙間と、
　前記コアの夫々の端面から夫々の間隔によって離間された、前記隙間に配置された高透
磁性材料製の本体と、
　前記コアの所定長さを取り囲むコイルと、を備え、
　前記枢軸を中心とした前記コアの枢動により、前記コアの前記端面と前記本体との間に
相対的な移動を発生させる、電気機械的発電機。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気機械的発電機において、
　前記コアは、前記枢軸に沿って互いに間隔が隔てられた二つの回転自在の支承体によっ
て前記支持体に取り付けられている、電気機械的発電機。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電気機械的発電機において、
　前記コイルは、前記枢軸と同軸である、電気機械的発電機。
【請求項４】
　請求項３に記載の電気機械的発電機において、
　前記コイルは回転的に固定されている、電気機械的発電機。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちのいずれか一項に記載の電気機械的発電機において、
　前記コアに、二つの磁石が、前記コイルの各側に一つずつ設けられている、電気機械的
発電機。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちのいずれか一項に記載の電気機械的発電機において、
　前記高透磁性材料製の前記本体は、前記枢軸に向かって及び前記枢軸から遠ざかるよう
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に選択的に移動自在の支持体に取り付けられている、電気機械的発電機。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちのいずれか一項に記載の電気機械的発電機において、
　前記環状コアは略矩形形状であり、
　前記コイルが取り付けられた枢着端と、隙間を含む反対側の自由端と、これらの間を延
びる二つの両側部とを有し、
　各側部は、夫々磁石を含む、電気機械的発電機。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載の電気機械的発電機において、
　低透磁性材料でできた本体は、前記枢軸から遠方の所定位置で前記コアに取り付けられ
ている、電気機械的発電機。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載の電気機械的発電機において、更に、
　前記少なくとも一つの支承体支持体及び前記高透磁性材料でできた前記本体を支持する
ベースを含む、電気機械的発電機。
【請求項１０】
　電気機械的発電機を使用して機械的振動エネルギを電気エネルギに変換する方法におい
て、
　磁気回路を形成するため、少なくとも一つの磁石が内部に設けられた、略環状の高透磁
性コアと、枢軸を中心として前記コアを枢動できるように、前記コアを少なくとも一つの
支承体支持体に取り付ける少なくとも一つの回転自在の支承体と、
　前記コアに設けられた隙間と、前記コアの夫々の端面から夫々の間隔によって離間され
た、前記隙間に配置された高透磁性材料製の本体と、前記コアの所定長さを取り囲むコイ
ルと、を有し、前記枢軸を中心とした前記コアの枢動により、前記コアの前記端面と前記
本体との間に相対的な移動を発生させる、電気機械的発電機を提供する工程と、
　前記枢軸を中心として前記コアを枢動し、前記コアの前記端面を前記本体に対して移動
するように、前記電気機械的発電機を振動させる工程と、
　前記コイルから出力電力を得る工程と、を備え、
　前記コア内の磁束は前記本体を通過し、前記枢動自在のコアに復元力を提供し、前記コ
アの前記端面を前記本体と強制的に整合させる、方法。
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